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参考資料２



和泉市産業振興プラザ（北館・南館）の概要
【設置目的】（条例第１条）

ものづくりに携わる事業者に対して、産学官連携による新産業及び新ビジネ

スの研究開発並びに創業の場所を提供するとともに、地域資源を活かした事
業創出、経営革新、販路開拓等に向けた支援を行うことにより、産業振興及
び地域経済の発展を図り、もって活力のあるまちづくりに資するため。

【事業】（条例第２条）

(1)産学官連携による事業創出、経営革新、販路開拓等の支援に関すること。

(2)経営支援等に係る情報の収集及び提供に関すること。

(3)創業支援に関すること。

(4)企業間連携を支援すること。

(5)施設の貸与に関すること。

(6)プラザを利用する者の福利厚生及び地域の企業の利便性向上に関すること。
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【施設】（条例第３条）

(1)北館

地域の企業が大学、研究機関等と交流し、独自の技術開発及び新産業のシー

ズを創出することを支援するための施設並びに地域の企業に各種の情報を提

供するための施設

ア 共同研究室

イ 相談室

ウ 資料展示室

(2)南館

地域の企業が新技術や新製品を研究、試作及び開発するための施設並びにプ

ラザを利用する者及び地域の企業の共同利便施設

ア 試作開発室（工場型・事務所型）

イ 共同利便施設



【産業振興プラザの機能について】

和泉市産業振興プラザ（北館・南館）事業メニュー

第２条１号
①研究・セミナー等開催事業
②研究開発支援（市内の中小企業者等が特定の試験研究機関との事業）

第２条２号

③技術展示会等への出展助成事業
④地域企業の相談事業
⑤地域ものづくり技術シーズ収集事業
⑥事業化等のサポート事業

第２条３号
⑦工業所有権取得促進事業
⑧人材育成支援事業
⑨ものづくり支援事業

第２条４号
⑩他企業とのマッチング
⑪関係他機関との連携協力

第２条５号 ⑫研究、試作及び開発するための施設の貸与

第２条６号
⑬施設利用者の福利厚生事業
⑭地域の企業の利便性向上に資する施設の提供

産業振興プラザ条例
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【施設概要】別紙配置図等参照

北館 南館

敷地面積 ４,５９９.９５㎡ ４,９３９.４１㎡

延床面積 ２,６５９.７１ ㎡ ２,４３９.０９ ㎡

構造 鉄筋コンクリート造３階建て 鉄骨造２階建て

竣工年月 平成１３年１０月 平成１４年３月

土地所有区分 和泉市所有

建物所有区分
【所有割合】(共有部分含む)

和泉市：５１.０４％
会議所：４８.９６％

和泉市所有
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【産業振興プラザの経緯】

年月 【北館】 【南館】

平成２４年１２月

国の事業仕分けで廃止された「JSTイノベー
ションプラザ（独立行政法人科学技術振興機
構所有）」の約51％を、和泉市産業振興プ
ラザ北館（区分所有により和泉市所有）とし
て、本市が条件付き寄附で譲り受けた。※譲
渡条件は、JSTが行ってきた機能を10年間
継承すること（令和４年度まで）

同イノベーションプラザの約49％（和泉市
産業振興プラザ北館（和泉商工会議所所
有））を、独立行政法人科学技術振興機構か
ら和泉商工会議所が購入

平成２５年４月１日

和泉商工会議所の新会館が開所
（産業振興プラザ北館内約49%区分所有）

財団法人大阪府産業基盤整備協会から「大阪
府いずみテクノサポートセンター」を和泉市
産業振興プラザ南館として本市へ無償譲渡

和泉市産業振興プラザ（北館・南館）設置

平成２５年４月１日～
現在に至る

和泉商工会議所が平成25年4月1日から平成28年3月31日、平成28年4月1日から令和3年
3月31日まで指定管理者として運営
現在は、令和3年4月1日から令和8年3月31日までの5年間、本市の指定管理者として運営
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【産業振興プラザの現状と課題について】

【北館】
産業振興プラザについては、令和４年度末でJSTからの譲渡条件である機能継承の
10年が経過することから、「和泉市公共施設等総合管理計画」に基づき今後の産業
振興プラザの在り方を検討しています。

① 毎年の運営費用だけでなく、竣工から20年以上経過しており、今後大規模改修
費用が発生します。

② 感染症の拡大などにより産業構造が急速に変化しており、ものづくり企業だけで
なく、様々な業種の企業に対する支援を柔軟に行う必要性が高まってきています。

【参考：市が引き続き維持管理し、長寿命化した場合の大規模改修費】

【南館】

① 貸工場においてはインキュベーション施設として、そこで事業が成功し、市内で
操業した企業は４社ある、ただし現在市内で操業するための土地や建物がない状
態で、硬直している状態となっています。

② 令和3年度末の利用状況は80%を超えており、南館だけの利用料収入は

約3,800万円（施設利用料＋共益費）の施設となっています。

北館(１７万円×延床面積２，６５９．６７㎡) ４５２，１４３，９００円

南館(１７万円×延床面積２，４３９．０９㎡) ４１４，６４５，３００円

※大規模改修の時期(目安)：築３０年 総務省公共施設等更新費試算ソフト「改修工事単価」より
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【商工会議所の北館譲渡に関する要望内容】

①今後、より一層の地域産業の発展、技術革新、新産業の発掘など、さら

に広く地域に開かれた産業の情報発信施設として活用するため、さらに

大きな事業所が必要

②活用内容

・産業構造の変化に伴い、製造業だけではなく、商業、サービス業等に
ついても新たに活用

・操業を計画している様々な業種への施設利用促進

・広く市民に地域の商工業の実態や商工業者の活動の姿を紹介するとと
もに市民参加型の情報・広報コーナーの場を併せ持つ施設とし、広く
市民に開かれた施設をめざす

・新たに幅広い業種の方々への支援ができる施設としての活用

商工会議所の会員数は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり５年間で
25％増えています。今後の会員数の維持、さらなる増加をめざし、会員へ
のサービス向上や事業の拡大には、施設の拡充が必要と判断し、今回の要
望に至ったものです。
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【産業振興プラザ（北館）の譲渡の検討について】

① 商工会議所から産業振興プラザ北館の無償譲渡について要望書を受領
② 産業振興プラザ北館は貸館収入が年間136万円で、維持管理費として年間

約900万円の支出が必要となっていることから、南館に事業を集約、北館
を譲渡することで財政の健全化を検討

【産業振興プラザ（北館）の譲渡先の検討について】

① 地域の産業振興に関するノウハウとネットワークを持つ商工会議所に産
業振興プラザを譲渡することにより、現在、市が指定管理している産業
振興プラザ事業のうち北館での機能の一部を事業継承できることなど、
市の産業振興事業においてより効果的な事業展開が可能

② 産業振興プラザ北館は、商工会議所が約49％を区分所有しており、今
後の大規模改修時の費用、同意の必要性から一般競争入札は困難
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【和泉商工会議所への無償譲渡の検討について】

① 産業振興プラザの指定管理業務に含まれる、研究開発支援、地域ものづ
くり技術シーズ収集事業、他企業とのマッチングなどの事業を無償によ
る継承を条件とし、現指定管理者である商工会議所に無償で譲渡するこ
とを検討（負担付き譲渡）
※無償継承事業については次ページ参照

② 北館は竣工から20年経過しており、不動産価値も10年前に商工会議所
が購入した価格（約1億5千万円・49％部分のみ）より低くなっている
ことが見込まれる。
さらに区分所有となるため売却条件設定が困難
そこで、上記の事業を継承することを条件として無償譲渡することで、
上記事業に係る人件費が会議所負担となるため、市の支出を削減する
ことが可能

⇒年間約1,600万円の効果が期待できる。
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【産業振興プラザ事業と無償譲渡後の事業継承について】

２条１号
①研究・セミナー等開催事業
②研究開発支援（市内の中小企業者等が
特定の試験研究機関との事業）

２条２号

③技術展示会等への出展助成事業
④地域企業の相談事業
⑤地域ものづくり技術シーズ収集事業
⑥事業化等のサポート事業

２条３号
⑦工業所有権取得促進事業
⑧人材育成支援事業
⑨ものづくり支援事業

２条４号
⑩他企業とのマッチング
⑪関係他機関との連携協力

２条５号
⑫研究、試作及び開発するための施設の
貸与

２条６号
⑬施設利用者の福利厚生事業
⑭地域の企業の利便性向上に資する施設
の提供

産業振興プラザ(北館・南館)事業
（指定管理業務）

商工会議所（北館）への継承業務
（無償譲渡による機能無償継承）

産業振興プラザ（南館）事業
（指定管理業務）

２条１号
②研究開発支援（市内の中小企業者等が特定の
試験研究機関との事業）

２条２号
③技術展示会等への出展助成事業
④地域企業の相談事業
⑤地域ものづくり技術シーズ収集事業

２条３号
⑦工業所有権取得促進事業
⑧人材育成支援事業

２条４号 ⑩他企業とのマッチング

２条１号 ①研究・セミナー等開催事業

２条２号 ⑥事業化等のサポート事業

２条３号 ⑨ものづくり支援事業

２条４号 ⑪関係他機関との連携協力

２条５号 ⑫研究、試作及び開発するための施設の貸与

２条６号
⑬施設利用者の福利厚生事業
⑭地域の企業の利便性向上に資する施設の提供
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【利用状況】（R４．３．３１時点）

北館 南館

利用企業数／全貸室
（３階） ２／２

（１階） ８／ ８
（２階）１０／１２
（１階共同利便施設）弁当販売店

利用料収入（年額） １，３６３，２００円／年 ３７，２７０，８００円／年

駐車場年収入
（台数）

１９８，０００円／年
（３台）

４，３５６，０００円／年
（６６台）

●費用面での検証
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収入の部 令和３年度 令和２年度 令和元年度

指定管理料 ２，７６８万円 ２，８１０万円 ２，７８４万円

利用料収入 ４，３１５万円 ４，３８２万円 ４，０１６万円

その他収入 ３０４万円 ７１０万円 ７３９万円

収入合計 ７，３８７万円 ７，９０２万円 ７，５３９万円

支出の部 令和３年度 令和２年度 令和元年度

管理運営費支出 ３，６９７万円 ３，９７０万円 ４，０５９万円

自主事業費支出 ０万円 ０万円 ３３万円

その他支出 ４９２万円 ５０８万円 ４４２万円

支出合計 ４，１８９万円 ４，４７８万円 ４，５３４万円

差引合計（市への納付金） ３，１９８万円 ３，４２４万円 ３，００５万円

【指定管理者の収支状況】（R４．３．３１時点）
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【市の収支状況】（R４．３．３１時点）

直近３年間の状況

①市への納付金額

令和３年度 令和２年度 令和元年度

３，１９８万円 ３，４２４万円 ３，００５万円

②指定管理料

令和３年度 令和２年度 令和元年度

２，７６８万円 ２，８１０万円 ２，７８４万円

差引合計（① - ②）
（市の収益）

令和３年度 令和２年度 令和元年度

４３０万円 ６１４万円 ２２１万円
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【南館の継続について】

①産業振興プラザ（北館・南館）の譲渡を検討した結果、産業振興プラザ事業
を継続するためには南館の存続が必要

② 南館は、現在、貸館の利用率80％以上で約3,800万円（施設利用料＋共益
費）の収入がある施設

③ 今後の南館については、入居状況等（維持管理費や収益等）を勘案し、あ
り方について検討



【北館譲渡、南館存続による市の収入見込】
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項目

これまで（令和３年度） これから（譲渡後）

北館＋南館
南館のみ

指定管理料あり 指定管理料なし

収
入

１．指定管理料 ２，７６８万円 ２，１７２万円

２．利用料収入 ４，３１５万円 ４，１５１万円 ４，１５１万円

３．その他収入 ３０４万円 ２６９万円 ２６９万円

４．収入合計 ７，３８７万円 ６，５９２万円 ４，４２０万円

支
出

５．管理運営費支出 ３，６９７万円 ２，１８１万円 ２，１８１万円

６．自主事業費支出 ０ ０ ０

７．その他支出 ４９２万円 ３１７万円 ３１７万円

８．支出合計 ４，１８９万円 ２，４９８万円 ２，４９８万円

９．市への納付金 ３，１９８万円 ４，０９４万円 １，９２２万円

10．市の収益（9－１） ４３０万円 １，９２２万円 １，９２２万円

11．その他収入（借地料） ９０万円 １８７万円 １８７万円

12．その他収入（固定資産税） 0 １３万円 １３万円

13．市の収益総計（10＋11＋12） ５２０万円 ２，１２２万円 ２，１２２万円



【参考：市の財政への効果額比較】

譲渡前(R３年度) 北館のみ譲渡(見込み) 全体を譲渡

①北館の借地料収入 ９０万円 １８７万円 ３８０万円

②貸室の固定資産税 １３万円 １５０万円

③市への納付金 ３，１９８万円 ４，０９４万円 0円

④指定管理料 ２，７６８万円 ２，１７２万円
（産プラ事業一部を事業継承）

0円
（産プラ事業全体を事業継承）

市の収益(①＋②＋③-④) ５２０万円 ２，１２２万円 ５３０万円

10年間の市の収益 ５，２００万円 ２億１，２２０万円 ５，３００万円

10年後（築30年）で
大規模改修した場合の
改修費

北
館

４億５，２１４万円 0円 0円

南
館

４億１，４６４万円 ４億１，４６４万円 0円

10年後（築30年）で
大規模改修した場合の
収支

－８億１，４７８万円 －２億２４４万円 ５，３００万円
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事業拡大した商工会議所事業への連携によるさらなる産業振興の推進、さ
らに広く地域に開かれた産業の情報発信施設としての活用などを考慮する
と産業振興プラザ北館を和泉商工会議所へ無償譲渡することが望ましい。

※大規模改修の時期(目安)：築３０年 大規模改修費総務省公共施設等更新費試算ソフト「改修工事単価」より
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【事業スケジュール】

現行の指定管理期間 令和３年４月１日 ～ 令和８年３月３１日

〇 政策調整委員会 令和４年８月９日（本日）
○ 市議会で報告 令和４年９月（令和４年第３回定例会）
（都市環境委員会協議会）

〇 庁議 令和４年１０月頃
○ 市議会への各種議案提出 令和４年１２月（令和４年第４回定例会）

・市有財産の無償譲渡にかかる議案
・公の施設の条例（一部）改正にかかる議案
・指定管理者の再指定にかかる議案

〇所有権の移転 令和５年４月１日（市の取得１０年経過）
・行政財産貸付の変更

和泉市産業振興プラザ北館の
和泉商工会議所への無償譲渡 令和５年４月１日


